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講演中の井口和起氏

県
政
史
料
室
で
は
、
県
が
保
有
す
る
歴
史
的
文
書
の
保

存
・
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
県
民
・
県
職
員
向
け
に
毎
年

講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
十
一
月
十
八
日
（
水
）
に
、
井
口
和
起
氏
（
京

都
府
立
総
合
資
料
館
顧
問
・
福
知
山
公
立
大
学
学
長
）
を
講

師
に
迎
え
、
公
文
書
管
理
の
現
状
と
課
題
を
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
講
演
要
旨
を
御
紹
介
し
ま
す
。

公
文
書
管
理
法
制
定
の
意
義

二
〇
〇
八
年
十
一
月
、「
時
を
貫
く
記
録
と
し
て
の
公
文
書

管
理
の
在
り
方
」
と
い
う
報
告
書
が
、
内
閣
府
の
有
識
者
会

議
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
大
変
格
調
高
い

内
容
で
、
民
主
主
義
の
根
幹
と
は
、
国
民
が
正
確
な
情
報
に

自
由
に
ア
ク
セ
ス
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
正
確
な
判
断
を
行
い
、

主
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
あ
る
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
国
の
活
動
や
歴
史
的
事
実
の
「
正
確
な
」
記
録
で
あ
る

公
文
書
は
、
こ
の
根
幹
を
支
え
る
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
だ
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
公
文
書
管
理
は
、
律
令
制
以
来
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
明
治
期
以
後
も
、
政
治
家
の
邸
宅
に
重
要
な
公

文
書
が
保
管
さ
れ
る
な
ど
、
甚
だ
不
十
分
な
も
の
で
し
た
。

戦
後
に
な
っ
て
、
一
九
七
一
年
に
国
立
公
文
書
館
が
設
立
、

八
七
年
に
公
文
書
館
法
が
制
定
さ
れ
る
も
の
の
、
地
方
の
公

文
書
館
に
関
し
て
は
整
備
が
遅
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
に
制
定
さ
れ
た
公
文
書
管
理
法
は
、
先
述
の

報
告
書
の
精
神
を
そ
れ
な
り
に
受
け
継
ぎ
、
公
文
書
は
健
全

な
民
主
主
義
を
支
え
る
「
国
民
共
有
の
知
的
資
源
」
と
う
た

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、
文
書
が
作
成
さ
れ
て
か
ら
、

廃
棄
・
移
管
に
至
る
ま
で
を
全
て
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
、
全

て
の
公
文
書
管
理
に
関
わ
る
一
般
法
と
し
て
、
大
き
な
意
義

が
あ
り
ま
す
。
後
に
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
で
き
る

よ
う
、
結
果
だ
け
で
な
く
、
意
思
決
定
過
程
に
関
わ
る
文
書

の
作
成
義
務
が
明
記
さ
れ
た
点
も
重
要
で
す
。
非
現
用
文
書

の
利
用
請
求
権
と
い
う
、
新
し
い
国
民
の
権
利
も
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
も
、
そ
の
趣
旨
に
沿
う

よ
う
に
努
力
義
務
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

文
書
保
存
の
二
つ
の
流
れ

公
文
書
を
含
め
た
文
書
保
存
の
流
れ
は
、
大
別
し
て
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
戦
後
の
「
史
料
保
存
」
運
動
の
影
響
を

受
け
た
も
の
で
す
。
文
部
省
に
よ
る
史
料
館
（
現
在
の
国
文

学
研
究
資
料
館
）
の
設
置
や
、
地
域
で
い
え
ば
、
郷
土
資
料

館
や
図
書
館
の
郷
土
資
料
室
、
文
書
館
と
い
っ
た
施
設
に
、

古
い
地
域
資
料
が
収
集
・
保
存
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
特
に

一
九
六
八
年
の
明
治
百
年
前
後
に
は
、
各
地
で
自
治
体
史
の

編
纂
が
進
み
、
事
業
が
終
わ
る
と
様
々
な
施
設
で
、
そ
の
資

料
が
保
存
さ
れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
公
文
書
館
法
か
ら
現
在
の
公
文
書
管
理
法

に
至
る
、
い
わ
ゆ
る
「
組
織
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
の
流
れ
で
す
。

こ
れ
は
、
歴
史
資
料
だ
か
ら
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
自
身
の
組
織
を
活
性
化
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
、

重
要
な
文
書
を
残
し
、
受
け
継
い
で
、
新
し
い
組
織
づ
く
り

に
役
立
て
て
い
く
と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。
県
政
で

い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
文
書
を
県
民
が
利
用
す
る
こ
と
で
、

県
政
の
あ
り
方
を
批
判
し
た
り
、
説
明
を
受
け
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

滋
賀
県
へ
の
期
待

先
日
、
滋
賀
県
が
策
定
し
た
「
未
来
に
引
き
継
ぐ
新
た
な

公
文
書
管
理
を
目
指
し
て
（
方
針
案
）」
に
は
、
本
日
私
が
話

し
た
内
容
が
全
て
踏
ま
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
県
の
地
方

機
関
を
含
め
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
大
き
な
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
警
察
が
も
っ
て
い
る
災

害
救
助
の
資
料
は
、
こ
れ
か
ら
の
防
災
を
考
え
る
上
で
重
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

県
政
史
料
室
に
は
、
今
ま
で
の
伝
統
の
上
に
、
県
の
「
組

織
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
し
て
の
役
割
を
第
一
義
的
に
果
た
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
住
民
の
諸
活
動

の
記
録
も
、
地
方
自
治
体
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
だ
と
思
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
民
間
資
料
の
所
在
情
報
を
記
録
す

る
中
心
的
役
割
で
も
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
八
年
九
月
、
本
県
で
は
、
新
た
な
公
文
書
管
理

の
在
り
方
の
基
本
方
向
を
示
す
た
め
、「
未
来
に
引
き
継
ぐ
新

た
な
公
文
書
管
理
を
目
指
し
て
（
方
針
案
）」
を
策
定
し
ま
し

た
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
の
内
容
を
御
説
明
し
ま
す
。

（
１
）
現
在
の
課
題

現
在
本
県
で
は
、
歴
史
的
文
書
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
際
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
利
用
者
の
閲
覧
に
供
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
文
書
の
利
用
が
具
体
的
権
利
と
し
て

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
県
民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
上
で
、

不
十
分
な
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
上
、
歴
史
的
文
書
と
し
て
閲
覧
で
き
る
文
書
も
、
概

ね
昭
和
二
十
年
以
前
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
の

公
文
書
も
、
閲
覧
体
制
の
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
県
の
各
機
関
が
定
め
る
文
書
管
理
規
程
等
に
、
文
書
の

移
管
に
関
す
る
条
項
が
な
い
た
め
、
歴
史
的
文
書
へ
の
移
行

が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
県
政
史
料
室
に
つ
い
て
は
、
位
置
付
け
や
役
割
が

不
明
確
で
あ
る
た
め
、
今
後
は
位
置
付
け
や
役
割
の
明
確
化

と
と
も
に
、
保
存
・
閲
覧
・
調
査
研
究
等
の
業
務
の
充
実
に

向
け
た
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
今
後
の
方
向
性

方
針
案
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
本
県
の
今

後
の
方
向
性
を
次
の
と
お
り
示
し
ま
し
た
。

①
歴
史
的
文
書
の
利
用
請
求
権
の
創
設

歴
史
的
文
書
の
利
用
を
具
体
的
権
利
と
し
て
位
置
付
け
、

行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査
請
求
を
可
能
と
し
、
よ

り
透
明
性
の
高
い
利
用
手
続
を
保
障
し
ま
す
。

②
統
一
的
な
管
理
ル
ー
ル
の
確
立

文
書
の
作
成
、
整
理
、
保
存
、
廃
棄
、
歴
史
的
文
書
へ
の

移
行
、利
用
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
つ
い
て
、

県
全
体
で
統
一
的
な
文
書
管
理
ル
ー
ル
を
導
入
し
ま
す
。

③
公
文
書
の
作
成
義
務
と
作
成
基
準
の
整
備

意
思
決
定
に
至
る
過
程
や
事
務
事
業
の
実
績
を
合
理
的
に

検
証
で
き
る
よ
う
、
作
成
義
務
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
文
書
を
作
成
す
べ
き
か
、
作
成
基

準
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

④
レ
コ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
導
入

文
書
作
成
課
が
、
事
前
に
「
廃
棄
予
定
」
か
「
移
管
予
定
」

か
を
判
断
す
る
レ
コ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
公
文
書
移

管
・
廃
棄
計
画
）
を
導
入
し
ま
す
。

⑤
移
管
と
廃
棄

保
存
期
間
を
最
長
三
十
年
と
し
、
保
存
期
間
経
過
後
は
、

歴
史
的
文
書
と
し
て
県
政
史
料
室
で
保
存
し
ま
す
。
廃
棄

は
、
各
機
関
の
長
（
知
事
等
）
の
責
任
と
し
、
文
書
作
成

課
以
外
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
充
実
し
ま
す
。

⑥
地
方
機
関
等
の
歴
史
的
文
書
の
管
理

地
方
機
関
が
保
有
す
る
歴
史
的
文
書
は
、
原
則
、
県
政
史

料
室
に
移
管
し
、
一
元
管
理
し
ま
す
。

⑦
歴
史
的
文
書
の
利
便
性
の
向
上
と
情
報
提
供
の
充
実

・
検
索
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
・
シ
ス
テ
ム
で
提
供
で
き
る
よ
う
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の
公
開
の
充
実
と
と
も
に
、
一
般

向
け
の
情
報
紙
を
発
行
し
ま
す
。

・
多
様
な
知
識
を
有
す
る
職
員
の
採
用
や
、
業
務
・
研
修
を

通
し
た
人
材
の
育
成
な
ど
の
体
制
整
備
、
県
政
史
料
室
の

位
置
付
け
や
役
割
の
明
確
化
を
検
討
し
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
方
針
案
を
も
と
に
、
条
例
等
の
新
た
な
公

文
書
管
理
ル
ー
ル
の
整
備
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

県政史料室最長

保

存

廃

棄

廃

棄

移

管

保存

期間

作

成

閲

覧

作成

課以

作成

課の
保存

【方針案のイメージ図】「文書のライフサイクル」
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当
室
で
歴
史
的
文
書
を
閲
覧
す
る
た
め
に
は
、「
歴
史
的
文

書
閲
覧
等
申
請
書
」
を
御
提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
申
請
書
に
は
、
利
用
者
の
氏
名
や
連
絡
先
、
利
用
目
的

に
加
え
、
①
簿
冊
記
号
、
②
合
本
番
号
、
③
編
次
番
号
、
④

文
書
件
名
と
い
う
、
閲
覧
文
書
に
関
わ
る
四
つ
の
記
入
欄
が

あ
り
ま
す
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
れ
ら
の
用
語
の
意
味
と

目
録
を
利
用
し
た
文
書
の
探
し
方
を
御
紹
介
し
ま
す
。

【
用
語
解
説
】

①
簿
冊
記
号
と
は
、
複
数
の
文
書
が
綴
ら
れ
た
一
冊
の
フ

ァ
イ
ル
（
簿
冊
）
に
付
け
ら
れ
た
記
号
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の

歴
史
的
文
書
は
、
数
点
か
ら
数
百
点
の
文
書
が
一
つ
の
簿
冊

に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
書
の
作
成
時
期
と
種
類
に
よ
っ
て

分
類
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
簿
冊
記
号
「
明
ぬ

」
の
場
合
、

127

「
明
」
は
明
治
時
代
の
作
成
、「
ぬ
」
は
河
川
・
港
湾
に
関
わ

る
文
書
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

②
合
本
番
号
と
は
、
元
は
別
々
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
複
数

の
簿
冊
が
、
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
用
い
ら
れ

る
記
号
で
す
。
通
常
は
空
欄
の
ま
ま
で
結
構
で
す
。

③
編
次
番
号
と
は
、
簿
冊
の
中
の
文
書
一
件
ご
と
に
付
け

ら
れ
た
番
号
で
す
。
こ
の
一
件
の
文
書
に
は
、
関
連
す
る
複

数
の
文
書
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
詳
し
く
は
後
述
）。

④
文
書
件
名
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
文
書
の
タ
イ
ト
ル
で

す
。
文
書
一
点
ご
と
に
一
つ
の
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

（
１
）
件
名
目
録
で
検
索
す
る

こ
れ
ら
の
記
入
事
項
は
、「
歴
史
的
文
書
」
目
録
を
使
っ
て

検
索
し
ま
す
。
こ
の
目
録
は
、
当
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
「
県
政
史
料
室
へ
よ
う
こ
そ
（
歴
史
的
文
書
）」
の

左
部
分
か
ら
、
エ
ク
セ
ル
形
式
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
基
本
と
な
る
の
が
、「
明
治
期
」「
大
正
期
」「
昭

和
戦
前
期
」「
昭
和
戦
後
期
」
に
分
か
れ
た
件
名
目
録
で
す
。

目
録
に
記
載
さ
れ
た
「
件
名
」、「
年
月
日
」（
文
書
作
成
日
・

公
布
日
等
）、「
差
出
」（
文
書
作
成
者
・
差
出
人
等
）、「
宛
先
」

を
手
が
か
り
に
、
該
当
の
文
書
を
探
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

際
、「C

trl

」（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
キ
ー
と
「
Ｆ
」
キ
ー
を
同

時
に
押
せ
ば
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
が
可
能
で
す
。

件
名
目
録
で
は
、
通
常
は
一
行
ご
と
に
「
編
次
番
号
」
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
「

」
と
記
載
さ
れ
て
い

―

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
表
記
は
、
一
つ
前
の
編
次
番
号

の
文
書
に
複
数
の
文
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し

ま
す
（「

」「

」
と
い
う
枝
番
号
を
用
い
た
表
記
も
同

2-1

2-2

様
の
意
味
）。
そ
の
た
め
申
請
す
る
際
に
は
、
そ
の
直
前
の
番

号
を
書
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
、
下
記
の
件
名
目
録
で
は
、
①
編
次
「
１
」
の
件

名
の
下
に
、
②
編
次
「

」
の
件
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

―

こ
の
場
合
、
①
と
②
は
ひ
と
ま
と
ま
り
の
文
書
群
で
あ
り
、

一
つ
の
編
次
番
号
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
②
は
久
徳

村
な
ど
か
ら
高
宮
村
に
出
さ
れ
た
文
書
で
、
①
は
そ
の
内
容

に
関
し
て
、
高
宮
村
が
権
令
（
県
知
事
）
に
願
い
出
て
い
る

わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
編
次
番
号
の
文
書
群
は
、

互
い
に
密
接
な
関
連
性
を
も
っ
て
お
り
、
併
せ
て
閲
覧
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

（
２
）簿
冊
目
録
を
参
照
す

「件名目録」

「簿冊目録」
「トップページの目録一覧」
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る
件
名
目
録
は
、
一
点
一
点
の
文
書
の
内
容
を
知
る
上
で
は

便
利
で
す
が
、
行
政
文
書
全
体
の
概
要
を
知
り
た
い
場
合
は
、

簿
冊
目
録
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。
簿
冊
目
録
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
の
「
全
簿
冊
」
が
相
当
し
、
一
つ
の
エ
ク
セ
ル
フ
ァ

イ
ル
で
全
て
の
簿
冊
を
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
こ
の
目
録
に
は
、「
簿
冊
名
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
綴

ら
れ
て
い
る
文
書
の
性
格
や
作
成
目
的
を
、
あ
る
程
度
類
推

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

の
文
書
は
、
同
種
類
の
事
柄
な
ど
が
、
系
統
的
に
一
つ
の
簿

冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
簿
冊
の
名
称
を
知
る
こ
と

は
、
文
書
の
理
解
を
深
め
る
上
で
欠
か
せ
な
い
作
業
で
す
。

例
え
ば
、
一
口
に
村
の
絵
図
と
い
っ
て
も
色
々
あ
り
ま
す
。

そ
の
目
的
も
、
地
券
発
行
の
た
め
の
調
査
や
、
堤
防
・
橋
梁

等
の
改
修
負
担
者
の
認
定
、
町
村
合
併
の
請
願
な
ど
様
々
で
、

そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
が
全
く
異
な
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
場
合
、「
簿
冊
名
」
を
参
照
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

性
格
の
絵
図
な
の
か
、
理
解
し
や
す
い
わ
け
で
す
。

な
お
簿
冊
目
録
に
は
、「
簿
冊
名
」
と
は
別
に
、「
合
本
名
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
簿

冊
名
よ
り
も
詳
し
い
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
併
せ
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
３
）
行
政
資
料
目
録
を
確
認
す
る

そ
の
他
に
当
室
で
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
県
刊
行

物
や
書
籍
な
ど
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
行
政
資
料
」

と
呼
ば
れ
、
そ
の
内
容
は
専
用
の
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

例
え
ば
、
県
の
布
達
や
規
則
等
を
類
目
別
に
綴
っ
た
『
滋

賀
県
史
』、
県
会
の
沿
革
を
ま
と
め
た
『
滋
賀
県
会
歴
史
』、

県
内
産
業
に
関
す
る
事
業
を
記
し
た
『
滋
賀
県
勧
業
課
年
報
』

な
ど
、
県
政
の
概
要
を
押
さ
え
る
上
で
重
要
な
も
の
ば
か
り

で
す
。
明
治
期
が
中
心
に
は
な
る
も
の
の
、
当
該
期
に
関
わ

る
事
典
の
よ
う
な
使
い
方
も
で
き
ま
す
の
で
、
目
当
て
の
歴

史
的
文
書
を
探
す
前
に
、
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
方
が
効
率
よ

く
調
査
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
４
）
刊
行
物
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
す
る

以
上
、
や
や
立
ち
入
っ
て
目
録
の
利
用
方
法
を
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
最
後
に
当
室
に
関
わ
る
刊
行
物
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
当
室
の
職
員
が
執

筆
し
た
も
の
で
、
記
事
中
の
全
て
の
歴
史
的
文
書
に
は
、
文

書
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
検
索
の
手
助
け
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
御
利
用
く
だ
さ
い
。

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
過
去
の
展
示
資
料
」「
県
史
年
表
」

②
情
報
紙
『
滋
賀
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』（
年
二
回
刊
）

③
書
籍
『
公
文
書
で
た
ど
る
近
代
滋
賀
の
あ
ゆ
み
』

（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

④
季
刊
紙
『
湖
国
と
文
化
』（
滋
賀
県
文
化
振
興
事
業
団
）

第
一
三
三
号
、
第
一
三
七
号
～
最
新
号

＊
刊
行
物
等
の
文
書
番
号
は
、【
明
い

合
本
２
（

）】

20

15

と
記
載
さ
れ
て
い
た
場
合
、「
明
い

」
が
簿
冊
記
号
、

20

「
合
本
２
」
が
合
本
番
号
、「

」
が
編
次
番
号
と
な
り

15

ま
す
。

平
成
二
十
九
年
二
月
三
日
、
本
県
で
は
県
内
各
市
町
の
文

書
管
理
や
、
歴
史
的
公
文
書
に
関
わ
る
情
報
交
換
の
た
め
、

担
当
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
会
議
は
、
同
二
十
二
年
度
よ
り
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
の
松
岡
弘
之
氏
に

御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
岡
氏
か
ら
は
、
尼
崎
市
に
お

け
る
歴
史
的
公
文
書
の
管
理
を
め
ぐ
る
動
向
や
、
同
文
書
収

集
の
流
れ
、
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
本
県
の
歴
史
的

公
文
書
の
利
活
用
を
進
め
て
い
く
上
で
、
大
変
参
考
に
な
る

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
講
演
内
容

を
踏
ま
え
、
各
市
町
の
担
当
者
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。

会議の様子
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月ヶ瀬ら4か村周辺の図

現
在
、
長
浜
市
唐
国
町
の
水
引
神
社
に
は
、
第
二
代
滋
賀

県
令
を
務
め
た
籠
手
田
安
定
の
肖
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ

て

だ

や
す
さ
だ

籠
手
田
県
令
は
、
近
隣
の
月
ヶ
瀬
・
田
・
酢
・
唐
国
と
い
う

水
害
に
苦
し
む
四
つ
の
旧
村
を
救
っ
た
恩
人
の
一
人
だ
か
ら

で
す
。
今
回
は
県
会
を
舞
台
と
す
る
激
し
い
応
酬
の
末
に
、

よ
う
や
く
起
工
に
至
っ
た
湖
北
の
治
水
工
事
（
田
川
カ
ル
バ

ー
ト
の
建
設
）
の
歴
史
を
御
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

複
数
の
治
水
構
想

月
ヶ
瀬
ら
四
か
村
は
、
古
来
よ
り
田
川
・
高
時
川
・
姉
川

と
い
う
三
河
川
の
合
流
地
点
で
、
大
雨
の
度
に
大
き
な
氾
濫

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
幕
末
に
は
田
川
を
分
水
し
、
高
時
川

の
下
を
伏
越
樋
で
通
す
工
事
が
な
さ
れ
ま
す
が
、
木
製
の
た

ふ
せ
こ
し

ひ

め
腐
朽
が
激
し
く
、
そ
の
後
も
水
害
は
起
こ
り
続
け
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
維
新
直
後
よ
り
四
か
村
は
、
新
た
な
治
水
事
業

の
実
施
を
求
め
、
度
々
県
に
訴
え
出
て
い
ま
し
た
。
明
治
八

年
（
一
八
七
五
）
四
月
五
日
、
滋
賀
県
に
提
出
さ
れ
た
「
浅

井
郡
水
害
所
一
覧
絵
図
」
に
よ
れ
ば
、
高
時
川
の
曲
流
部
分

を
直
流
に
付
け
替
え
、
田
川
の
分
水
が
流
れ
る
新
川
の
伏
越

樋
を
石
造
に
し
て
本
流
に
す
る
と
い
う
壮
大
な
計
画
で
す
１

。

そ
の
一
方
、
三
河
川
合
流
箇
所
の
下
流
に
位
置
す
る
新

居
・
野
寺
・
八
木
浜
・
大
浜
・
川
道
・
南
浜
の
六
か
村
（
現

長
浜
市
）
は
、
別
の
治
水
工
事
を
構
想
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

明
治
六
年
十
二
月
十
五
日
、
合
流
箇
所
を
三
町
ほ
ど
下
流
に

ず
ら
す
と
い
う
工
事
を
県
に
願
い
出
て
い
ま
す
２

。こ
れ
ら
六

か
村
は
、
月
ヶ
瀬
ら
四
か
村
と
は
逆
に
、
日
頃
か
ら
旱
魃
に

悩
ま
さ
れ
、
晴
天
が
続
い
て
も
枯
れ
る
こ
と
が
な
い
田
川
の

用
水
に
期
待
し
た
の
で
す
。
彼
ら
は
田
川
の
流
水
を
変
更
す

る
四
か
村
の
治
水
工
事
に
は
、
強
く
反
対
し
ま
し
た
。

新
川
の
下
流
に
位
置
す
る
落
合
・
錦
織
両
村
（
現
長
浜
市
）

に
と
っ
て
も
、
同
川
の
治
水
工
事
は
切
実
な
課
題
で
し
た
。

伏
越
樋
の
破
損
は
、
両
村
に
水
害
の
危
機
を
も
た
ら
す
た
め
、

そ
の
修
繕
を
強
く
月
ヶ
瀬
ら
四
か
村
に
求
め
た
の
で
す
。
四

か
村
は
幕
末
の
新
川
普
請
の
際
に
、
そ
の
修
繕
の
義
務
を
負

う
約
条
書
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
八
年
十
一
月
二
十

二
日
、
彼
ら
は
落
合
・
錦
織
両
村
に
約
束
違
反
を
追
及
さ
れ
、

万
一
新
川
を
埋
め
立
て
る
こ
と
に
な
れ
ば
、「
全
ク
魚
類
同
様

の
在
様
」
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
県
に
そ
の
官
費
負
担
を
訴

え
ま
し
た
３

。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
利
害
関
係
が
絡
む
三
河
川
の

治
水
工
事
は
、
県
と
し
て
も
容
易
に
判
断
を
下
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
得
失
を
調
査
す
る
と

し
て
、
し
ば
ら
く
は
い
ず
れ
の
治
水
構
想
も
保
留
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
明
治
十
二
年
三
月
二
十
日
、
一
向
に
起
工
さ
れ
な

い
状
況
を
見
か
ね
た
月
ヶ
瀬
ら
四
か
村
は
、
一
万
円
の
上
納

金
を
申
し
出
ま
し
た
４

。
工
事
が
着
手
さ
れ
れ
ば
、
各
村
の
水

害
難
地
約
一
八
〇
町
か
ら
、
一
反
（
〇
・
一
町
）
に
つ
き
五

円
五
六
銭
を
支
払
う
と
い
う
計
算
で
す
。
五
月
二
十
七
日
に

は
さ
ら
に
五
千
円
を
増
額
し
、
計
一
万
五
千
円
の
上
納
金
を

確
約
し
ま
し
た
。

翌
二
十
八
日
、
租
税
課
土
木
部
の
岡
田
直
之
・
市
川
定
義

は
、
こ
の
切
迫
し
た
民
情
を
酌
量
し
て
「
迅
速
施
行
ス
ル
ニ

他
ナ
シ
」
と
い
う
意
見
書
を
七
里
定
嘉
課
長
に
提
出
し
て
い

ま
す
５

。
こ
れ
に
対
し
て
七
里
は
、
当
水
害
地
は
容
易
で
は
な

い
難
所
の
た
め
、「
軽
忽
ニ
着
手
シ
難
シ
」
と
し
て
、
内
務
省

土
木
局
の
御
雇
工
師
デ
レ
ー
ケ
に
調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
伏
越
樋
を
煉
瓦
製

に
し
て
、
新
川
を
本
流
に
す
る
田
川
カ
ル
バ
ー
ト
構
想
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
会
で
の
否
決

数
年
に
わ
た
る
調
査
検
討
の
末
、
よ
う
や
く
明
治
十
五
年

度
地
方
税
予
算
に
、
東
浅
井
郡
水
害
除
却
工
費
三
万
三
八
四

一
円
七
五
銭
二
厘
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
通
常
県
会
で
は
、
同
年
に
お
け
る
多
額
の
地
方
税
支
出
を

懸
念
す
る
意
見
や
、
恩
恵
を
受
け
る
地
域
が
限
ら
れ
る
な
ど

の
反
対
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
片
や
こ
の
大
工
事
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第2代県令籠手田安定

の
地
方
税
負
担
を
止
め
れ
ば
、
到
底
村
の
協
議
費
で
は
賄
え

な
い
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
局
出
席
議
員
三

九
名
の
内
二
〇
名
の
過
半
数
が
反
対
し
、
否
決
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
６

。

こ
の
通
常
県
会
は
、
四
か
村
の
総
代
と
し
て
、
月
ヶ
瀬
村

の
前
田
荘
助
と
酢
村
の
国
友
長
左
衛
門
も
傍
聴
し
て
い
ま
し

た
。
議
場
の
様
子
を
「
実
ニ
切
歯
シ
テ
」
見
守
っ
て
い
た
彼

ら
は
、
明
治
十
五
年
六
月
二
日
、
改
め
て
籠
手
田
県
令
に
切

迫
し
た
状
況
を
訴
え
、
速
や
か
な
起
工
を
懇
願
し
ま
し
た
７

。

こ
れ
を
受
け
て
籠
手
田
は
、
同
月
七
日
、
県
会
に
再
議
を
命

じ
ま
す
が
、
議
員
ら
は
「
直
チ
ニ
県
令
ニ
返
上
セ
ン
」
と
反

発
し
て
再
び
否
決
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
十
九
日
に
は
、
二
度

目
の
再
議
を
指
示
す
る
も
、
結
果
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
六
月
二
十
八
日
、
県
大
書
記
官
河
田
景
福
は
、
内

務
省
に
地
方
税
の
支
出
許
可
を
求
め
る
伺
書
を
提
出
し
ま
す
８

。

府
県
会
規
則
第
五
条
に
お
い
て
、
県
令
が
県
会
の
議
決
を
認

可
す
べ
き
で
な
い
と
判
断
し
た
際
、
内
務
省
の
指
揮
を
請
う

こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
内
務
省
か
ら

の
電
報
は
、「
キ
キ
ト
ド
ケ
ガ
タ
シ
」
と
の
返
答
で
し
た
。
八

月
八
日
に
は
、
今
度
は
県
令
籠
手
田
自
ら
内
務
省
に
伺
書
を

提
出
し
、
地
方
税
支
出
は
「
当
然
ノ
筋
ト
確
信
候
」
と
訴
え

ま
し
た
９

。

さ
ら
に
八
月
二
十
二
日
、
大
書
記
官
河
田
景
福
が
内
務
省

か

わ

た

か
げ
と
み

に
直
接
事
情
を
聞
き
質
す
た
め
、
東
京
に
出
立
し
て
い
ま
す
。

二
十
五
日
よ
り
始
ま
っ
た
内
務
省
で
の
交
渉
で
は
、
治
水
費

の
負
担
は
、
地
方
税
か
村
の
協
議
費
か
の
判
断
が
非
常
に
難

し
い
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
１
０

。そ
の
た
め
、た
と
え
県
令

が
地
方
税
に
属
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
も
、
県
会
の
判
断
に

従
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
河
田
は
、

次
年
度
の
県
会
で
の
再
提
出
ま
で
は
否
定
し
て
い
な
い
と
い

う
言
質
を
と
っ
た
こ
と
で
、
ひ
と
ま
ず
帰
県
を
決
め
ま
す
。

田
川
カ
ル
バ
ー
ト
の
竣
工

内
務
省
の
意
向
を
踏
ま
え
、
明
治
十
六
年
度
地
方
税
予
算

に
は
、
田
川
筋
変
更
費
の
名
目
で
、
前
年
と
同
額
の
三
万
三

八
四
一
円
七
五
銭
二
厘
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
前
年
の
精
神
を
引
き
継
い
で
削
除
す
べ
き
と
い
う
意

見
が
多
数
を
占
め
、
再
び
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

後
籠
手
田
は
、
こ
の
ま
ま
県
会
が
否
決
し
続
け
る
の
で
あ
れ

ば
、「
涙
ヲ
揮
テ
馬
謖
ヲ
斬
ル
ノ
想
」
で
断
行
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
、
自
ら
熱
弁
を
ふ
る
っ
て
再
議
を
う
な
が
し
ま
す
が
、

結
局
工
費
は
約
三
分
の
一
に
減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
１
１

。

籠
手
田
県
令
は
、
到
底
起
工
で
き
な
い
ほ
ど
減
額
さ
れ
た

工
費
を
認
め
ず
、
五
月
八
日
に
再
度
、
内
務
省
に
地
方
税
の

支
出
許
可
を
求
め
る
伺
書
を
提
出
し
ま
す
１
２

。籠
手
田
は
、治

水
工
事
に
至
る
経
緯
を
詳
細
に
説
明
し
た
上
で
、
県
会
で
の

反
対
意
見
を
一
つ
一
つ
反
駁
し
、
本
工
費
が
「
地
方
税
支
弁

ニ
属
ス
ル
ハ
当
然
ナ
リ
」
と
起
工
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
伺
書
に
は
、「
実
ニ
不
当
」、「
謬
見
ノ
甚
タ
シ
キ
」、「
不

公
平
」
と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
強
い
苛
立
ち
が

見
て
取
れ
ま
す
。

河
田
大
書
記
官
も
再
度
上
京
し
、
五
月
十
五
日
よ
り
内
務

省
と
交
渉
を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
五
月
二
十

六
日
に
は
、
よ
う
や
く
許
可
指
令
が
下
り
ま
す
。
翌
日
河
田

は
「
チ
ス
イ
ヒ
ノ
ウ
カ
ガ
イ
キ
キ
ト
ド
ケ
ノ
シ
レ
イ
ア
リ
」

と
県
に
電
信
を
送
り
ま
し
た
１
３

。

内
務
省
の
許
可
を
得
て
、
籠
手
田
県
令
は
田
川
筋
変
更
費

を
原
案
通
り
執
行
し
ま
す
。
新
川
の
伏
越
樋
を
「
ア
ー
チ
カ

ル
ヘ
ル
ト
」（
カ
ル
バ
ー
ト
）
に
替
え
、
川
幅
を
拡
張
し
て
田

川
の
本
流
と
す
る
大
工
事
で
す
。
明
治
十
六
年
十
一
月
一
日

に
起
工
し
、
翌
十
七
年
六
月
十
八
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。
月

ヶ
瀬
ら
四
か
村
の
人
び
と
は
、
こ
の
改
修
に
尽
力
し
た
籠
手

田
県
令
の
功
績
を
讃
え
、
カ
ル
バ
ー
ト
の
近
隣
に
祠
を
建
立

し
ま
し
た
。
後
に
は
水
引
神
社
と
合
祀
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
も
形
を
変
え
て
地
域
の
人
び
と
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

（
大
月
英
雄
）

１

「
土
木
掛
書
類
」【
明
ぬ

（
２
）】

100

２

同
前
【
明
ぬ

（
１
）】

100

３

同
前
【
明
ぬ

（

）】

100

10

４

「
田
川
筋
変
更
件
」【
明
ぬ

（

）】

134

30

５

「
田
川
筋
変
更
件
」【
明
ぬ

（

）】

136

28

６

『
明
治
十
五
年
滋
賀
県
会
日
誌
』
第
三
十
一
号
（
議
会
事
務
局
蔵
）

７

「
田
川
筋
変
更
件
」【
明
ぬ

（

）】

135

41

８

「
田
川
除
外
工
断
行
ニ
付
次
官
東
上
件
」【
明
く

合
本
２
（
２
）】

47

９

同
前
【
明
く

合
本
２
（
７
）】

47

１
０

同
前
【
明
く

合
本
２
（

）】

47

17

１
１

『
明
治
十
六
年
滋
賀
県
会
日
誌
』
第
十
三
号
（
議
会
事
務
局
蔵
）

１
２

前
掲
「
田
川
除
外
工
断
行
ニ
付
次
官
東
上
件
」【
明
く

合
本
２
（
１
）】

47
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１
３

同
前
【
明
く

合
本
２
（

）】

47

12



【
企
画
展
示
①
】

「
神
社
に
祀
ら
れ
た
県
令
―
籠
手
田
安
定
の
治
水
事
業
―
」

期
間

１
月

日
（
月
）
～
３
月

日
（
木
）

30

23

【
企
画
展
示
②
】

「
鉄
路
の
表
参
道
―
比
叡
山
坂
本
ケ
ー
ブ
ル
―
」

期
間

３
月

日
（
月
）
～
５
月

日
（
木
）

27

25

【
企
画
展
示
③
】

「
近
江
八
景
の
近
代
」

期
間

５
月

日
（
月
）
～
７
月

日
（
木
）

29

27

【
利
用
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
休
室
日
】

土
日
祝
日
、
年
末
年
始

【
閲
覧
方
法
】

◇
来
室
し
て
申
請

①
室
内
の
文
書
目
録
（
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
紙
）
で
閲
覧
し

た
い
文
書
を
探
す
。

②
閲
覧
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
受
付
に
提
出
。

③
個
人
情
報
の
審
査
が
終
わ
る
ま
で
、
数
日
～
１
週
間
程

度
待
つ
（
電
話
・
メ
ー
ル
等
で
連
絡
）。

④
文
書
を
閲
覧
す
る
。

◇
自
宅
か
ら
申
請

①
当
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
歴
史
的
文
書
」
目
録
で
閲
覧

し
た
い
文
書
を
探
す
。

②
閲
覧
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
メ
ー
ル
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
提
出
す
る
。

③
④
来
室
し
た
場
合
と
同
じ
。

【
そ
の
他
の
利
用
】

・
文
書
の
撮
影
は
、
持
参
し
た
機
器
で
各
自
が
行
っ
て
く
だ

さ
い
（
複
写
物
の
交
付
は
、
職
員
に
御
相
談
く
だ
さ
い
）。

・
企
画
展
示
、
自
治
体
史
・
事
典
等
の
書
籍
は
、
審
査
な
し

で
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
文
書
の
掲
載
・
借
用
の
際
に
は
、
別
途
該
当
す
る
申
請
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
か
ら
東
へ
徒
歩
５
分
。

②
京
阪
電
気
鉄
道
島
ノ
関
駅
か
ら
南
南
西
へ
徒
歩
５
分
。

周辺地図
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周辺地図

【
表
紙
の
写
真
】
東
浅
井
郡
落
合
村
絵
図

堤
防
や
橋
梁
、
道
路
な
ど
の
長
さ
が
記
さ
れ
た
旧
村
絵

図
（
川
通
堤
防
用
悪
水
路
杁
樋
溜
池
道
路
橋
梁
之
絵
図
）

の
一
つ
。
本
図
で
は
、
本
紙
六
・
七
頁
で
紹
介
し
た
田
川
・

高
時
川
・
姉
川
の
合
流
地
点
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
旧
村
絵
図
は
、
当
県
で
は
全
十
簿
冊
が
所

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
【
明
へ
１
～
９
、

】。
明
治
六
年
十

68

二
月
八
日
、
県
令
松
田
道
之
の
指
示
に
よ
り
作
成
さ
れ
ま

し
た
。
従
来
滋
賀
県
で
は
、
堤
防
な
ど
の
改
修
費
は
負
担

者
が
曖
昧
で
、
そ
れ
を
松
田
は
「
甚
タ
不
公
平
」
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
絵
図
で
は
、

施
設
ご
と
に
「
自
普
請
所
」「
御
普
請
所
」
と
、
官
民
い
ず

れ
が
負
担
す
る
か
、
細
か
く
注
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お

所
有
地
の
区
画
が
記
さ
れ
た
地
籍
図
は
、
県
立
図
書
館
に

お
い
て
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
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